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優
れ
た
技
能
を
未
来
に
伝
え
る

　
―
京
都
府
農
山
漁
村

　
　
　
伝
承
技
能
登
録
証
交
付
式
―

　

10
月
29
日
、
京
都
府
園
部
総
合
庁
舎

で
平
成
21
年
度
京
都
府
農
山
漁
村
伝
承

技
能
登
録
者
に
登
録
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
農
林
水
産
分
野
の
優
れ
た
技
能

を
守
り
育
て
る
た
め
に
技
能
保
持
者
を

登
録
す
る
も
の
で
、
南
丹
市
で
は
、
内

藤
定
夫
さ
ん
（
園
部
町
・
高
品
質
ト
マ

ト
の
生
産
技
術
）、
竹
上
貞
美
さ
ん
（
八

木
町
・
饅
頭
づ
く
り
）、
久
野
克
己
さ
ん

（
日
吉
町
・
わ
ら
細
工
）
の
３
人
に
交

付
。
今
年
度
は
南
丹
管
内
で
13
人
が
登

録
さ
れ
、
累
計
で
５
０
０
人
を
越
え
ま

し
た
。

▲地域の課題について意見が交わされました

▲市政の現況を説明する佐々木市長

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
共
に
語
り
合
う
、
地
域
の
課
題

住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

　
―
平
成
21
年
度
市
政
懇
談
会
―

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
10

月
20
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で
、
市
内
８

会
場
に
お
い
て
市
政
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
『
共
に
語
ろ
う
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ

に
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
地
域
特
有

の
課
題
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
８
会
場
で

述
べ
３
６
３
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
野
生
鳥
獣
被
害
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
市
道
・
橋

り
ょ
う
改
修
、
高
齢
化
が
進
む
集
落
の

課
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
聞
か
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
提
案
は
十
分

に
検
討
し
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
号
広
報
な
ん
た
ん
で
、
質

疑
回
答
の
一
部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、議
事
録
に
つ
い
て
も
、

市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
南

丹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定

で
す
。

▲シナモン風味でホクホク感のある「黄金芋」

ふ
る
さ
と
自
慢
の
加
工
品
輝
く

　
―
南
丹
食
の
祭
典
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞「
黄
金
芋
」―

　
「
南
丹
も
の
づ
く
り
の
祭
典
」
の
催
し

の
一
つ
と
し
て
開
催
し
た
「
南
丹
食
の

祭
典
コ
ン
テ
ス
ト
」。
市
内
の
各
加
工
グ

ル
ー
プ
か
ら
25
点
の
こ
だ
わ
り
の
品
が

出
品
さ
れ
、
10
月
31
日
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
地
元
産
の

サ
ツ
マ
イ
モ
が
使
わ
れ
、
日
本
の
原
風

景
の
あ
る
美
山
の
田
舎
ら
し
さ
が
で
て

い
る
と
の
評
価
で
、
大
野
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
の
「
黄
金
芋
」
が
輝
き
ま
し
た
。

今
後
１
年
間
、「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
南

丹
市
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
入
っ
た
シ
ー

ル
を
付
け
、
市
内
外
へ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
。

▲登録証の交付を受ける竹上貞美さん（左）
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地
元
産
品
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

　
―「
地
産
地
消
の
仕
事
人
」選
定
―

　

地
場
農
産
物
の
生
産
、
流
通
・
販
売
、

加
工
な
ど
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
関

す
る
知
見
や
経
験
を
有
す
る
方
々
を
農

林
水
産
省
が
選
定
す
る
「
地
産
地
消
の

仕
事
人
」。
２
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
選

定
で
は
全
国
で
41
人
、
南
丹
市
で
は
美

山
町
の
寺
井
憲
治
さ
ん
（
株
式
会
社
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
平
屋
取
締
役
）が
選
ば
れ
、

10
月
20
日
に
南
丹
広
域
振
興
局
で
選
定

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。寺
井
さ
ん
は
、

「
京
都
・
美
山
」
の
個
性
を
生
か
し
た

地
元
産
品
の
販
売
促
進
に
努
め
、
素
材

に
付
加
価
値
を
生
む
新
商
品
の
開
発
に

も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

先
人
か
ら
継
承
し
た
環
境
守
る

ル
ー
ル
作
り
に
向
け
ス
タ
ー
ト

　
―
第
１
回
南
丹
市
環
境
審
議
会
―

　

南
丹
市
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

基
づ
く
南
丹
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
第
１
回
環
境
審
議
会
を
11

月
９
日
に
市
役
所
で
開
催
。
佐
々
木
市

長
か
ら
委
員
16
人
に
委
嘱
状
を
交
付

し
、
会
長
に
中
川
重
年
氏
（
京
都
学
園

大
学
教
授
）
を
選
出
し
ま
し
た
。
地
球

規
模
で
の
環
境
影
響
や
、
南
丹
市
に
お

け
る
山
林
の
荒
廃
な
ど
環
境
基
本
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
背
景
、
11

月
下
旬
か
ら
実
施
す
る
地
域
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
は
じ
め
今
後
の
策
定
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

今
冬
も
除
雪
、
お
願
い
し
ま
す

　
―
南
丹
市
・
京
丹
波
町

　
　
　
　
　
　
雪
か
き
隊
出
動
式
―

　

除
雪
期
間（
12
月
１
日
〜
３
月
15
日
）

を
迎
え
、「
雪
か
き
隊
出
動
式
」
を
12
月

３
日
に
南
丹
市
美
山
支
所
で
開
催
。
参

加
し
た
み
や
ま
保
育
所
幼
児
、
宮
島
小

学
校
児
童
を
代
表
し
て
湯
浅
龍
典
く
ん

（
宮
島
小
４
年
）
が
通
学
路
の
除
雪
に

感
謝
し
、「
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
菅
井
達
夫
美
山

町
建
設
業
協
会
会
長
が
「
安
全
第
一
に

迅
速
な
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
３
台
の
除
雪
機
械
に
搭
乗
し
た
り
、

大
き
な
タ
イ
ヤ
と
背
比
べ
し
た
り
大
喜

び
で
し
た
。

広
が
る
企
業
参
加
の
森
づ
く
り

　
―「
森
林
の
利
用
保
全
に

　
　
　
　 

関
す
る
協
定
」調
印
式
―

　

11
月
11
日
、
京
都
市
内
に
お
い
て
石

油
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
カ
ー
ケ
ア
の
総
合
商

社
モ
リ
カ
ワ
グ
ル
ー
プ
（
木
下
泰
一
代

表
取
締
役
会
長
）と
、京
都
府
、南
丹
市
、

美
山
町
江
和
区
、
社
団
法
人
京
都
モ
デ

ル
フ
ォ
レ
ス
ト
協
会
と
の
「
京
都
モ
デ

ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動
」
推
進
の
た
め
の

協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
当
グ
ル
ー

プ
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
一
環

と
し
て
美
山
町
江
和
地
内
の
山
林
約

０
・
２
㌶
で
広
葉
樹
を
植
栽
し
、
今
後
、

地
元
の
方
々
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
社

員
や
家
族
な
ど
に
よ
る
育
成
・
整
備
や

環
境
学
習
を
進
め
て
い
か
れ
ま
す
。

▲選定を受ける寺井憲治さん（右）

▲計画策定に向けて基本的事項を確認

▲除雪機械に搭乗。「うわ、高い～」

▲協力関係を確認して行われた調印式
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も


